































































































































































































































篆刻についても、以前は嘲笑の対象であっ が 最近では旧守派の大家であり、第三回内国勧業博覧会の審査員（篆刻） もあった中井敬所なども摸倣しだしたが 単なる形だけの摸倣に過ぎないと述べており、博覧会で旧習派 自分 篆刻を認めたという大迂の自信の程が窺える。
　書翰その五からその十二までは、上海滞在中の圓山惇一によ
って書かれたもので、主に心泉 注文した書籍 有無、発送状況あるいは上海の街 様子などについて述べられている。
　岸田吟香・楽善堂から心泉宛の書翰と比べると、文章や内容
も率直かつ豊富であり、心泉と 親しさか分かる。こ は、二人が同時期に上海に滞在し ともに海上派文人たちと交流する中で、心泉は日本人として初めて北派書風を、大迂は両刃刀法を日本に持ち帰ったことが大きく影響していると思われる。ま
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及少々縁故モ有之人故 先達而両先生ヨリ存問モ有之ニ付、右等ヨリ之事ト奉存候。併シ小生モ一度御地ヘ者小游仕度候間、何分可然御吹嘘有之度 時ニ依候者 本年中 而モ拝趨申哉モ難斗、御地 模様ハドンナモノテ御坐リマシヨー。兼而承リ居候梅処ト申大先生有之趣 且同人之弟トカ申ス、矢張小池姓ニ而、此頃本京ヘ骨董店相開一大瀑ニ而ヤラカス積リ之処、ソウハ旨クモ参リ不申也。此頃ニ而者一寸困リ候趣也。御一笑有之度候。○小生モ刻水晶刀之工夫ヲ数年之鍛錬ニ而、漸昨年ヨリ成就仕、此頃ニ而ハ如意刻シ申候也。右ニ付、印箋少々貴呈覧 請乞正。尤モ篆刻モ追々俗ニ云フ乞食之子モ三年トヤラ、随分此頃ニ而者乍自分上達ト想得申候。併シ大方 諸君 誇ル程ノ事モ無之候ヘ共、併シ支那直伝之真鉄筆ハ先々本朝ニ而者小生ガ鼻祖ト可申 。只是已耳相喜申候。併シ自非謂能手之、呵 。只不審ナルハ小生帰朝以来、到処徐三庚先生之事ヲ吹散カシ及、追々同先生之事ヲ支那人共ガ吹嘘致シ可申 ノデ、満天下同先生之事ハ 好人共ハ耳食罷在候間餘程小老之為ニ者妙





















































































































	 是ハ碑文其他金石類ノ由来所在等不残記載シタルモノ故ニ、 「金石聚」ノ如キ文字ヲ見ルモノニ非ラズ。一寸見タル処 テハ 歴史トモ云フ可キモノカ。
　
	 ○印「京畿」 「平津」ノ書ハ孫谿「金石聚」ノ内ニ在ル故、若シ孫谿 金石聚」ヲ御求 時 不要ノモノ也。
送金手続ハ当今ハ誠ニ便利ニ相成候。日本全国郵便局為替取扱所ナレバ、何れノ地ニ而モ上海への郵便為替手数致呉候。手数料等ハ左記の通リ御座候。依而御入用 品等被為在候節、其手続ニ而御送金之上ハ難ナリトモ御遠慮ナク御申越之節ハ御尽力可仕候。一 　金参拾円ニ付 　郵便為替手数料三十銭ナリ。壱円ヨリ拾円迠十銭。廿円迠二十銭。三十円迠三十銭。為替依頼手続ハ日本国中ト同様の依頼紙ヘ金額并ニ所在姓名ヲ記シ紙幣ヲ添テ御依頼ノ事。然ル時ハ上海郵便局ニテ弗銀ニテ洋三十元ヲ受トル事ニ相成候。尤モ日本同様三十円以上ハ取扱不申。乍併姓名ヲ変ジ候節ハ何百円ニテモ出来候。
一 　書留料 　書留ノ手数ハ壱銭ヲ要ス。依而封書ナレバ、外ニ五銭ヲ要ス。依而壱封 書留 十五銭ナリ 目方三匁八分余一 　開封物郵便 　拾三匁三分迠弐銭、弐十六匁六分モ弐銭、以上十三匁三分 増 事ニ壱銭増シ。書籍印刷物ハ三百 余取扱候。書籍等モ時ニヨリ開封郵便ニ差出候方却而便利ニ御座候。少数ノ書物等ハ開封郵便ニ限リ候。此 他、見本物ト申 諸品ヲ送ル時ハ六十六匁以上の物ハ取扱不申候。
　　大畧右之通リ御座候也。










より呉候書付封入致候積リ之 多用ニ取紛れ不図失念致 ニ付、今般東京ヘ序有之候間封入致御覧ニ供候。偖、当埠モ別ニ事変たる義モ無之候モ、去ル十七十八両日ハ上海開港五 年祭を催候処、非常ナル賑ニ御座候。当日ハ江中之軍艦并ニ各火輪
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ハ入手出来不申、依而見合 悟真篇三註」ハ「四註」 中ニ悉皆合本トナル居リ候旨ニ付、餘計の事ト存相見合候。 「周易参同契」モ相求メ候。 「悟真篇」カ何カノ中ニ合シアリ候故、是又止申候。今回御申越之書籍一点ニ無之、且ツ家 ヨリ八折ニセザル物モ御座候事ニ付諸店ヘ値段問合、然ル後ニ店於テ悉皆相求候。依而壱部ツゝ分チ候。直段 大抵別記之通リ位ト奉存候。直段之義ハ書林ニ而モ大ニ勉強致呉間可ナリト存候。 「金石聚」之帙ハ紺木綿ニ而依頼致置候モ、依頼之際傍ニアリシユシチン模様ノ ヲ見テ、是ハ奇麗ダ面白シト小生餘計之口ヲ吐 ヲ早呑込ニ番頭聞違ヘ、紺木綿ヨリハ此の方宜敷旨承知致、遂ニ金巾ニ而製シ甚タ申訳無之 、出来タル後之事ニ付、了管 置候間何卒不悪御諒察被下生の粗忽 容捨被下度。
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シ、版ハ別ニ摩滅ト云程ニ無之候。鄧完白石摺ハ美濃紙位 大サモアリ、又横ヘ長キモアリ三四種ニ相成候。帖 不致摺落ロシ儘ナリ。書体モ数種ニ而完白之書ハ悉ク備リ居候。余ハ取調分リ次第奉申上候。 「申報」ハ元価丈ケ御散在被下候ハゝ、郵税ハ小生ニ於テ負担致長ク郵送致候テ差支無之候。先 右要御報道迠。如斯 御座候。草々。頓首。





輶軒語 　　　　　　〃拾銭呂書全書 　 〃壱円廿秘書四十八種 〃壱円五十銭二名堂金石聚 　　〃九円右帙四個代 　　　〃五十銭道書十二種 　　 〃壱円拾弐金石索 　　　　 〃六円右帙二侗個代 〃三十銭葛氏金石十二種 〃五円廿銭
　　　小計金廿七円四十四銭

























先ハ乍延引右御回答迠、余ハ次報ニ 譲 也 艸々頓首
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游ハ見合モ不計ト申来候。清明ニ蘇城ヲ去ル数里外ナル虎邱ヘ舟游致候由、同日ハ何れも蘇垣より舟ヲ僱テ游ニ参リ候趣き、虎邱之下ヘ数千艘トモ言フ可キ沢山ナル游船相蒐リ、其中ニモ花船ト申ハ可ナリ大船ニ而実ニ立派ナル者之由、仲々西子湖上ニアル画舫如キ之比ニ非ラザル由、該地ニハ弊父之友人モ可ナリ多く御座候故、一ヶ月位ハ滞留之積リニ而参リ候。偖 当埠ハ御存之通リ之俗地 風景を賞する之地更ニ無之、本月一日之日曜日ニハ恰モ桃花満開 期トノ事ニ付、同志七八輩ト共ニ看桃ニ参リ候。然ルニ実ニ真盛 候ニ而、上海ヨリ此の地ニ至レバ恰モ桃源ニ入ル心地致候。前年トハ事変 本邦人実ニ多き為、桃園之下ニハ彼所此所ト諸方ヘ毛氈ヲ敷キ 花ヨリ食気之連中、杯ヲ挙ケ殽ヲ喫シ、或ハ歌、或ハ舞、殆ント墨隄辺ヘ参リ候思ヒ御座候。然ル 早已ニ落花之節ト成リ 百余度之暑モ追々近ク迫候事ヲ思ハ忌ニ相成 就而ハ今般御送金弐十五円、正ニ入手書籍買入之義拝承、已 数部 前便ニ逓送 。其ニ付テハ、甚タ不行届御周旋ナル モ拘ハラズ、御謝義等ニ預リ候テハ実ニ恐縮之至リ御懇意 間柄故、決而右様御心配無之、御遠慮なく仰付可下候。折角之御厚意 付、此 度限リ拝領致候 以後ハ決而御断 申 書籍購求ハ仰セ之如ク、八折ニ而買ヘバ世話無之モ 其テハ買冠リ等御無座候節申訳無之故ニ御命書林 他ヘモ問合、 中之安直ニシテ美本 ヲ求度。依而処々相尋候後ニ相求候間 随分安価ニ相付候、決而一
常福寺所蔵・圓山大迂／圓山惇一書翰（北方心泉宛）について
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定八折ト云訳無御座候。時ニヨリ品切等之事アレバ定価ヨリ高キ事モ有之候。故ニ是非二三軒ハ聞合然ル後ニ非ラサレバ買収不仕。自身之物ハ少々之事我気ニ入レバ高クトモ不苦モ、御依頼ヲ受ケ候者ハ左様之訳ニモ出来不申、依而存外ニ心配ニ御座候。猶少々之買ソコナイ等有之候モ不斗、御諒察被下度候。残餘之分モ買入出来タル丈ケ郵送仕候間、御査収之上ハ御一報賜リ度。 「秦漢瓦当文字」兼而依頼致置候処入手出来候間、是又郵送致候 是ハ近来稀ナル故、五円ヨリ負カラサル旨申 モ外之書籍等相求候間、八折ニ致呉候。完白山人 拓本ハ大版之方、幸ニ篆書而已位故求候。精々値切リ候モ、三円半ヨリ 負カラザル旨 付、最後ニ横物四枚八十銭ト申 者ヲ相加ヘ 三円半ニ而購求致候。完白山人篆隷真草等相集候者ハ、今度ヨリ紙員小形百廿枚位之者ニ御座 、 三円以下ニ而被求候。仲々楷草書モ立派ナル物ニ御 篆書ハ左程面白物ナク、今般送附之上ニ出ズル完白山人 ハ先ツ無之様ニ愚考 候。先ハ右要迠、乱筆御推読被可下候。草々不宣
　　四月廿二日 　　　　　　　　　　　　　　　　　弟惇拝具　北方心泉先生侍史
記一 　硃批古今文致 　　　　　壱円三十五銭一 　章刻国語正義 　　 弐円弐十弐銭








一 　京片紙極上百枚 　 十五銭一 　申報 　
旧去年十一月四日ヨリ 　　〃本年三月四日迠四ヶ月
　壱円廿銭




　　 右ヘ金弐十三円収入　　差引残不足 　八 弐銭　　右之通リ御座候也　四月廿一日　　 　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　弟惇一
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謹啓 　四月九日五章本月八日着。忝拝読益々御壮栄奉賀候。降而野生無恙消光罷在候間、乍憚御放念可被下候。弊父モ于今姑蘇ニ滞在中ニ御座候。鉄筆及書画之依頼人 ナリ有之候趣キニ付、已 弐ヶ月程ニ相成候モ、猶一弐週間ハ滞在之旨申来 。是非杭州ヘモ游歴之積リニ而参リ候モ暑ニ向候故、一応帰滬筈ニ御座候。不潔及不自由ナル事、筆紙ニ難尽モ、又面白事モ有之由。偖、先般発送之書籍類、悉皆御査収被下候趣き安堵仕候。甚タ不行届ナル御周旋ナル モ不拘、却而御礼ヲ受、恐縮ニ奉存候。書籍代金他ニハ定価云々の事承知仕候。就而ハ最早大分御求ニ相成候事故、此上 当分厄介ナル事御申越無之カト















拝啓 　時下大暑之候益々御安康奉賀候。野生方モ一同無事ニ送光御座候間、乍憚御放念可被下候。当埠ハ今年暑気仲中々酷敷已ニ楽善堂ノ如キハ九十六七度ニ候。野生方少々風涼ナルモ、九十二三度此之分ニ而 土用ニ百十度モ相昇可申耶ト、今より閉口罷在候。偖、六月十六及廿三両度之発送書籍ハ最早御査収之事ト奉察候。就而ハ昨日「申報」広告欄内ヲ謁見致居 処、不図楊守敬著書售売之広白アリ。兼而 依頼之事故、直ニ飛ガ如クニ長発桟ニ至リ相尋候処、別記之書数部持参到来 乍併有限書之事故、長時日ヲ費シ、 照会等致居候テハ売切候哉モ不斗。依テ兎モ角別記之通 求メ 幸本日出帆之郵船江差出候。猶、余の本モ御望ニ候ハゝ、此書着次第御送金被 候ハゝ、多分大丈夫買入出来可申候。該書持参人ハ楊之親戚 人ニ而汪ト申仁ナリ。上海見物旁楊氏ヨ 依頼ヲ受ケ持参シタル由、凡一ヶ月ハ滞留ノ筈トノ ナル如何ナル都合ニ 早メニ出発候モ不斗。依テ可成急ニ御申越被下度、此ノ度ノ期 失シテハ、先ツ入手六 敷事ト愚考仕候。若シ御友人中等ニモ御望









































　　右之三集モ有之。此他ニハ何ニモ無末題シ。　　 　　　　　 　　　　　　　 　　弟惇拝
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　北方心泉　　七月七日発
先生今回ノ送附書籍ハ棚カラ牡丹餅ヨリ大喜之事ト奉察候。〔註〕（１） 　松本白華（一八三八～一九二六） 、松任の人、真宗大谷派本





福寺の第十四世住職 名は祐必のち蒙。号は心泉 雲逬 小雨・
月荘・文字禅室・聴松閣・酒肉和尚など。石川舜台の慎憲塾・松本白華の遙及社・成島柳北の翻訳局等で学ぶ。明治十年（一八七七）から十六年（一八八三）まで清国布教事務掛として上海別院に勤務。この間、兪曲園『東瀛詩選』の編纂に岸田吟香とともに関わり、清国の文人達と交流を深める。明治三十一年（一八九八）から三十三年（一九〇〇）まで南京・金陵東文学堂学長。明治を代表する書家の一人で 北派書風を楊守敬とは別にいち早くわが国に紹介。明治二十三年（一八九〇） 、第三回内 勧業博覧会に出品し入賞。
　　主な参考文献として以下のものがある。　　本岡三郎編『北方心泉〔人と芸術〕 』 （二玄社、一九八二年） 。　　
	 金沢市教育委員会文化財課編『金沢・常福寺歴史資料目録』（一九九九年） 。
　　

















回 　国際日本文学研究集会会議録』 、二〇〇八年） 。
（４）川邉雄大「金沢時代の三宅真軒と北方心泉」 （無窮会『東洋文
化』復刊第九十九号（通刊第三百三十三号） 、二 〇七年） 。
























































































	 有名なる西京の鳩居堂熊谷久兵衛ハ至て家業を勉強し、昨年以来支那の徽州・湖州に人を遣ハシ、筆墨の工事を学ばしめしが、其の秘蘊を伝へて竟に博覧場にて一等賞牌をも賜ハりたるハ実に栄誉と云ふ可シ。其の製なる大小各種の筆を試みしに其の毫 頸軟を雑ヘ如何にも精妙 て決して支那製に譲らず。（以下略）
　『朝野新聞』明治十二年二月二十三日　　
	 西京の熊谷久兵衛氏（鳩居堂）ハ久しく製墨に意を用ひ、去明治八年に其の業に巧みなる職工二名 支那徽 製墨所へ遣ハシ、同十年卒業帰店せしに付、其の法 以て製したる墨数種を
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内国博覧会に出品し、龍紋の賞牌を得たるハ実に同氏が多年の功にて、又此たび宮内省より図形百馬の図其外六種の御用墨製造仰付られしといふが、追々支那製に劣らぬ品が出来れば外品輸入を防ぐの一端なるべし。
（
18） 　黒田譲『名家歴訪録上篇』 （前掲書）二一〇頁に、 「明治十一年の一月に、清国に渡航し、上海に逗留して彼地の文人墨客に交はり、尚ほ内地をも遊歴したいと思ひましたが、仝国は饑饉歳の後とかで、内地は盗賊が多くて危険だと云ひますから、遂に遊歴を果さず、五月下旬 当地へ帰りま た。 」とある 岳崎正鈍
『支那在勤襍志』 （真宗史料集成第十一巻『維新期の真宗』 、同朋社、一九七五年）によると、明治十年にはすでに上海に在住している。
（





伝」 （昭和八年）に 「和歌山藩士ナリ。字ハ士孔、通称三郎、雲在ト号ス。栗山俊平ノ三男ナリ。長シテ松阪殿町同藩士長阪綱矩ノ養嗣トナル。性画ヲ好ミ、中西耕石ノ門ニ入 、其ノ名夙ニ京阪ノ間ニ知ラル 嘗テ清国ニ遊ヒ技大ニ進ミ、関西南画ノ驍將ヲ以テ目サラル。最モ山水ニ長ス。明治三十九年三月、大阪ニ於テ歿ス。年五十九。松阪養泉寺ニ葬ル。嗣子翠雲衣鉢ヲ襲キ又名ア
リ。 」とある。
　心泉の詩稿には心泉の詩稿には、 「次塩一堂韻三畳」 、 「到諏訪山
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三年（一八八〇）七月には渡清しており、書翰その一によると、明治十八年（一八八五）にはすでに帰国していることは確実である。
（




























32） 　圓山真逸（大迂）著、明治三十二年。 篆刻鍼度』八巻 仁和理斎葛元煦重刊）を和訳したもので、例言に「葛理斎ハ先師徐










』 （前掲書） 、一七六頁） 。
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42） 　加賀の人で、名は長宣、字は子昭、号を新川・太刀山人。常福寺には明治十八年一月に描かれた山田の七言律詩が所蔵されており、心泉とは面識があったことが分かる（ 『図録』 （註２に掲出）七四頁、





















	 （前略）上海ハ至俗ノ地ニテ文学ノ士ハ一向ニ無御座候。本地人ニテモ毛対山ト申ス七十餘ノ老人ト外ニ王某トカ申ス先生有之候得共、大家ト申程ニモ無之由 蘇州・杭州・南京等ニハ経史百家ニ通ジ、詩文モ能ク出来候者モ少々ハ有之由ニ御座候。然ルニ書画ハ潤筆を貪ルガ為メニ糸茶富商ノ雲集ス 上海ニ無之テハ不都合ト相見エ追々各省ヨリ筆硯ヲ携テ呉淞江ニ来集スル景況ニ御座候。張子祥・楊伯潤等ノ書画ハ昼夜筆管ヲ握リ詰ニテ、実ニ流行紺屋ノ形置キヨリモ忙敷様子ニ御座候 日本テ評判スル胡公寿ハ支那 テハ格別ニ誉メ不申、只々一通リノ書家ニ御座候。元来日本人ハ真 目ナク耳ヲ以テ目トスル方御座候故、誰カ一、二人公寿ガ画ヲ持帰リ自慢致シ候ヨリ遂ニ
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胡ヲ以テ第一等ニ置キ候者ト相見エ申候、実ハ張子祥ヨリ下ル事数等ニ御座候。第二ハ楊伯潤、第三ガ胡公寿、其餘ハ胡鉄梅ヲ以テ頭トシ朱夢廬輩ノ如 数人ハ皆伯仲ノ間ニテ王冶梅ハ下等ニ可有之カト存候。右ハ支那流芋魁山水ノ評ニ御座候。油画等ニ至テハ支那全国一人モ其法ヲ得ル者無御座候。近来広東人中ニ油彩ヲ以テ画ヲ作リ 者御座候得共、直法ニハ無御座候。（以下次号）
　「吟香翁書牘ノ続」 （同、明治十三年五月二十三日）　　

























































64） 　「文字禅室必備書目」に、 「京畿金石考二巻 　孫星衍」とある。
（
65） 　「文字禅室必備書目」に、 「平津読碑記八巻続記一巻再続 巻三続二巻 　洪頤煊」 　伝経堂叢書之一」とある。
（
66） 　「文字禅室必備書目」に、 「中州金石記五巻 　畢沅」 　経訓堂叢書之一」とある。
（








71） 　「文字禅室必備書目」に、 「秦漢瓦当 巻 　程敦」 　乾隆丁未刻本」とある。
（






















80） 　「文字禅室必備書目」に、 「分隷偶存二巻 　萬経」とある。
（
81） 　書翰その九にも同様の記述が見える。
謝辞 　本稿作成にあたり、金沢・常福寺前住職、北方匡氏ならびにご門徒の方々には、資料の閲覧・撮影等にご高配を得ました。厚く感謝申し上げます。
